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現場に学ぶ
 文化間移動をする子どもの学びを

つなぐための支援 

【第二部】実践者との対談

 「子どもが学びを深めるための私のチャレンジ」 
   ＜進行者＞齋藤 ひろみ 氏
　＜実践者＞田中 智子 氏（ボランティア教室「らくらく日本語教室」代表 及び　 　　　　
　　　　　　　　　　　　  名古屋市地域日本語教育コーディネーター）
　　　　　   山田 晴美 氏（名古屋市教育委員会　初期日本語集中教室　指導員）

【第三部】グループワーク「私たちの現場から学ぼう」
   ＜ファシリテーター＞齋藤 ひろみ 氏

愛知県教育委員会
名古屋市教育委員会

講師プロフィールや
申し込みの詳細は
チラシ裏面を

チェック！

（公財）名古屋国際センター主催
  令和6年度外国人児童・生徒サポーター研修【実践編】

公益財団法人名古屋国際センター

 【第一部】基調講演
  「文化間移動をする子どもの多様な学びを支援する
　  ～今と未来を結び・拓く～」
　 ＜講師＞齋藤 ひろみ 氏（東京学芸大学 教授）

外国につながる子どもの支援に

現在 携わっている方対象

名古屋国際センター5階 第一会議室

令和6年11月9日(土）10:30～16:30

1,000円 50名 (応募者多数の場合は選考あり)

実践的な講義やグループワークを通して、日々の活動における課題の解決策や
よりよい支援について考えます。

公益財団法人名古屋国際センターは
今年で設立40周年です！

と



皆様のご応募お待ちしています!

教育方法論、対象年齢層に応じた指導法の研修

ボランティア活動のため無報酬。交通費の支給あり

サイトからお申込みください。

研修

報酬

応募方法

定員

申込方法

申込期間

＜申込に必要となる内容＞

①氏名 ②氏名フリガナ ③電話番号 ④メールアドレス

⑤所属団体 ⑥活動年数 ⑦活動頻度

⑧活動内容(子どもたちとの関わり方)について(50文字程度)

⑨当研修の受講履歴

⑩児童・生徒・または保護者をサポートするうえで、

   対応に困ったり悩んだりした事例(100字程度)
　※第三部のグループワークで検討するテーマの参考にさせていただきます。

申込み・問合せ先

名古屋国際センターウェブサイト(https://www.nic-nagoya.or.jp)
にてお申し込みください。

50名
※応募者多数の場合は、ご活動の内容やご経験等をふまえ
　選考させていただます。

講師プロフィール

齋藤 ひろみ 氏 （東京学芸大学 教授）

申込方法

令和6年10月4日(金)10:00 ～ 10月18日(金)17:00

[住　所]  名古屋市中村区那古野一丁目47番1号
[メール]  seminar-vol@nic-nagoya.or.jp
[電　話]  052-581-5689（月曜休館）

お申し込みはこちら▼

小学校・中学校の教諭として教壇に立ったのち、中国での生活を
経験。帰国後、民間の日本語学校で日本語教師を始める。中国帰
国者定着促進センターにおいて、小中学生対象の日本語教育に取
り組む。東京学芸大学国際教育センターにて、国内の外国人児童
生徒教育に関する研究・調査活動を本格化。現在は、東京学芸大
学教育学部に所属し、教員養成課程や現職教員対象の研修で「多
文化教員」の育成・養成に取り組む。

(公財)名古屋国際センター 事業課

地下鉄桜通線「国際センター」駅直結　／「名古屋」駅から徒歩約7分

本研修は、外国につながる子どもの支援に
現在携わっている方を対象としています。


